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Incidence, risk factors, and dose-volume relationship of radiation-induced rib fracture












輪郭形成し、照射線量と体積の指標 (DVH parameter)として肋骨の最大線量 (Dmax)、20 - 60 Gy (RBE) 以






生率に有意差はなかった。腫瘍と肋骨の距離は骨折を発症した肋骨で有意に少なかった。(骨折群 1.4 ± 0.3 cm 











し、Dmax 49.7 Gy(RBE)も有意なカットオフ値であった。陽子線治療の報告ではKanemotoらがDmax 53.8 
Gy(RBE)を有意なカットオフ値として報告している。炭素線治療後の肋骨骨折に関わる線量と体積の関係は他
治療と相違ないと考えられる。 
 [まとめ] 
肺癌に対する炭素線治療後の肋骨骨折発生率は39%であった。D1cm3が肋骨骨折発生を予測する有用なDVHパ
ラメータである可能性がある。 
 
